
性腫瘍および自己免疫疾患の場合に高くなることがあ

る。これらの問題に対
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たときの濃度は0.004 mg／

Lとなり、良好な結果が得

られた（図３）。

（2）再現性

測定内再現性、測定間再現性試験を濃度の異なる3

種のプール血清およびプール血漿（ヘパリン）を用い

て行った。使用した3種（Low、Middle、High）は1

回の測定分を小分け分注し使用まで凍結保存した。5

重同時測定による測定内再現性試験の結果、各試料の

測定値のCVは1.49～2.86 ％であった。1日2回各2重測

。










